
助 町

役 長 

収
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謙

響
霧
醸
一
麹
G
雌
麟
細
 

凱
簿

器
鰍
鰯
麟
 

様
を
迎
熱
齢
麟
 

!
 

昭
和
三
十
年
三
月
一
日
、

旧

金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
喜
良
市
村

の

一
町
二
村
が
合
併
し
、
新
金

木
町
が
誕
生
し
て
か
ら
本
年
で

三
十
年
に
な
リ
ま
し
た
。
 

こ
の
三
十
年
と
い
う
時
の
流
 
 

れ
の
大
き
な
節
目
の
年
に
当
た

リ
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
リ

返
り
、
現
在
を
見

つ
め
、
将
米

を
展
望
し
、
金
木
町
の
一
層
の

飛
躍
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

高
度
経
済
成
長
の

一
時
期
を
 

ー
 

!
 

!
 

・

ー
 

除
い
て
、

地
方
財
政
は
常
に
窮

迫
の
状
態
に
お
か
れ
、

ど
こ
の

市
町
村
で
も
行
財
政
運
営

に
四

苫
八
苦
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
リ
ま
す
。
 

こ
う
い
う
苫
境
に
あ
っ
て
、
 

歴
代
町
長
は
じ
め
先
輩
各
位

の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
国
、
県

当
局
の
ご
援
助
に
よ
リ
、
各
種

公
共
施
設
も

徐
々
に
整
偏
さ
れ

て
ま
い
リ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、

現
在
で
は
四
つ

の
保
育
所
の
全
面
改
築
を
完
了

し
、
学
校
も
現
在
着
工
中
の
金

木
中
学
校
の
新
築
で
鉄
筋
化
が

六
校
中
五
校
と
な
リ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
病
院
、
上
水
道
．
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
も

行
わ
れ
、
道
路
や
河
川
の
改
修
、
 

小
田
川
ダ

ム
に
象
徴
さ
れ
る
土

地
改
良
事
業
も
大
幅
に
進
み
ま

し
た
。
 

し
か
し
、
総
合
運
動
場
を
は

じ
め
、
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
設

が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
お
り
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
課
題
も
山
積
し
て
お
リ

ま
す
。
 

時
代
は
日
進
月
歩
で
あ
リ
ま

す
。
行
政
需
要
も
多

械
多
様
と

な
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

地
方
行
政
も

こ
の
時
代
の
変

化
に
対
応
で
き
る
も

の
で
な
け

れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
 

金
木
町
は
農
業

の
町
で
あ
リ
、
 

農
業
の
発
展
振
興

が
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と

は
、

い
さ
さ
か
も

変
わ
る
も
の
で

は
あ
リ
ま

せ
ん
。
 

一
方
で
、
農
業
の
み
で
は
ど
う

に
し
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も

事
実
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
地
場
産
業
を

振
興
し
、
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
 

雇
川
の
場
の
拡
大
を
図
る
こ
と

も
大
事

で
あ
リ
、
下
水
処
理
を

は
じ
め
集
落

の
環
境
整
備
し
屯

嬰
で
あ
リ
ま
す
。
 

今
後
は
．
町
民
憲
章
の
理
想

を
実
現
し
．

明
る
く
・
住
み
よ

い
太
宰
の
ふ
る
さ
と

・
金
木
町

建
設
の
た
め
、
第
二
次
金
木
町

総
合
計
画
を
策
定
し
、
ま
た
、
 

行
財
政
改
革
も
進
め
、
計
画
的
、
 

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
第

一

義
と
し
町
民
福
祉

の
向
上
を
図

る
所
存
で
あ
リ
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
な
に
と
ぞ
旧
に
倍
し
て

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
リ
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し

L
げ
，
ご

挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
 

金
木
町
民
憲
章
 

わ
た
し
た
ち
は
、
ひ
ば
の
香
り
高

い
津
軽
半

島
の
中
心
地
に
、
祖
先
が
築
き
あ
げ
た
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
 
一
層
の
英
知
と
努
力
を
結

集
し
、
太
宰
の
ふ
る
さ
と
金
木
町
を
よ
り
住
み

よ
く
す
る
た
め
、

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。
 

一
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
 

大
切
に
し
、
美
し

い
 

町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

一
、
心
と
か
ら
だ
を
鍛
え
、
 

さ
わ
や
か
な
 

町
を

つ
く
り
ま
し
よ
う
。
 

一
、
伝
統
あ
る
文
化

を
高
め
、
 

明
る
い
町
を
 

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

一
、
き
ま
り
を
守
り

助
け
合

い
、
 

幸
せ
な
町
を
 

、
 

つ
く
，

ょ
し
よ
う
。
 

一
、
働
く
こ
と
に
喜
び

と
 

誇
り
を
も
ち
、
う
る
お
い
の
 

あ
る
町
を

つ
く
り
ま
し
よ
う
。
 

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
制
定
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式
典
は
、
太
宰
治
の
長
女
津

島
園
子
さ
ん
（
津
島
雄
二
代
議

士
令
夫
人
）
や
津
川
武

一
代
議

士
、
原
田

一
実
県
議
な
ど
約
三

百
人
が
出
席
し
、
 
「
君
が
代
」
 

斉
唱
の
あ
と
、
古
川
竹
夫
町
長
 

カミ 

「
町
民
憲
章
の
理
想
を
実
 

花
、
鳥
が
金
木
中
学
校
と
金
木

南
中
学
校
の
生
徒
五
人
に
よ
っ

て
読
み
上
げ
ら
れ
、
町
の
理
想

像
と
象
徴
を
披
露
。
歴
代
町
村

長
や
議
長
な
ど
各
分
野
で
町
の

発
展
に
尽
力
し
た
五
十
六
個
人

と
三
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
県
知
事

（
 

代
理
）
な
ど
の
来
賓
か
ら
自
然

景
観
の
美
し
い
太
宰
の
ふ
る
さ

と
金
木
町
の
今
後

の
一
層
の
発

展
を
祈
念
す
る
旨

の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
況
賀
会
が
催
さ
 

▽
元
町
村
長
ー
大
橋
忠
雄
、
 

木
立
民
五
郎
、
花
田
一
、
田
中

豊
蔵
。
 

▽
元
町
村
議
会
議
長
ー
伊
藤

宮
雄
、
中
村
美
智
雄
、
原
田

一

実
、
大
橋
勇
五
郎
、
木
村
金
利
、
 

野
宮
雄
造
、
今
久
米
雄
、
秋
元
 
 

れ
、
昭
和
四
十
四
年
県
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
嘉
瀬
の

奴
踊
リ
」
も
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
参
加
。
拍
手
を
あ
び

て
い
ま
し
た
。
 

町
民
憲
章
と
、
町
の
木
、
花
、
 

烏
は
、
今
春
四
月
に
金
木
町
第

二
次
総
合
計
画
策
定
の
審
議
機

関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
町
総
合

開
発
審
議
会

（
大
僑
勇
五
郎
会

長
）
が
、
町
長
の
諮
間
に
応
じ

て
原
案
ど
お
り
制
定
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
旨
を
答
申
し
、
 

決
定
し
た
も
の
で
、
合
併
三
十

周
年
の
節
目

に
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
な
り
、
二
十

一
世
紀
に
向

け
て
金
木
町
の
一
層
の
飛
躍
が

意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
三
十
年
当
時
は
、
町
村

合
併
促
進
法
の
特
例
措

置
に
基

き
、
金
木
町
を
含
め
県
内
で
一
一

十
五
市
町
村
が
合
併
。
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
 

武
治
。
 

▽
町
議
会
議
貝

（
十
二
年
以

上
）
廿
今
久
米
雄
、
野
宮
雄
造
、
 

沢
田
茂
、
伊
藤
清
慈
、
秋
元
武

治
、
竹
内
武
六
、
古
崎
正
光
、
 

自
川
竹
治
、
吉
田
米
逸
、
其
田

豊

一
。
 

▽
農
業
委
員
（
十
二
年
以
上
）
 

I
櫛
引
政
雄
、
沢
田
茂
、
吉
田

米
五
郎
、
秋
谷
正
義
、
木
下
俊

蔵
。
 

▽
選
挙
管
理
委
貝

（
十
二
年

以
上
）
ー
中
西
慎

一
。
 

▽
教
育
委
員
（
十
二
年
以
上
）
 

I
中
村
勉
。
 

▽
国
民
健
康
保
険
運
営
委
1
1
 

（
十
二
年
以
上
）
ー
鳴
海
健
古
、
 

沢
田
茂
、
竹
内
武
六
、
今
久
米

雄
。
 

▽
行
政
協
力
委
員
（
十
五
年

以
上
）
ー
中
谷
孫
一
、
宮
崎
初

太
郎
、
小
野
元
靖
、
北
沢
清

一
。
 

▽
人
権
擁
護
委
貝
（
十
二
年

以
上
）
廿
坂
本
義
音
。
 

▽
民
生
委
貝
（
十
二
年
以
上
）
 

ー
秋
元
直
衛
。
 

▽
消
防
団
員
（
四
十
年
以
上
）
 
 ー

白
川
竹
治
、
古
田
米
五
郎
。
 

▽
納
税
貯
蓄
組
合
長
（
二
＋

五
年
以
上
）
ー
櫛
引
政
雄
、
山

中
京
治
。
 

▽
国
民
年
金
納
付
組
織
I
金

木
町
連
合
婦
人
会
。
 

▽
農
協
組
合
長
（
十
年
以
上
）
 

ー
中
谷
藤
太
郎
、
吉
崎
忠
直
。
 

▽
学
校
医
廿
尾
野
正
ニ
、
鳴

海
健
古
、
加
福
ッ
ル
。
 

▽
献
血

（
五
＋
回
以
上
）
廿

木
下
一
二
、
田
中
豊
忠
、
吉
田

米
五
郎
、
太
田
義
三
。
 

▽
社
会

一
般
ー
丹
場
多
左
工

門
（
伝
統
工
芸
）
田
中
英
寿

（
 

ア
マ
相
撲
）
山
中
武
（
大
相
撲
）
 

相
馬
京
子

（
明
る
い
選
挙
推
進

活
動
）
金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

プ
、
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
 

（
社
会
拳
仕
）
。
 

7
 

驚
編
だ

な
 
飛
感
藤競
麟（轟
 

器鷲
！
一
一
【
い

智
一
っ
綴
 

一
 
新
生
金
木
町
が
昭
和
三
十
年
三
月
一
日
、旧
金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
 

一
喜
良
市
村
の
一
町
ニ
力
村
が
合
体
合
併
以
来
、
今
年
で
三
十
周
年
の

一
節
目
を
迎
え
、
さ
る
八
月
八
日
、
金
木
小
学
校
体
育
館
で
記
念
式
典

一
 
を
挙行
し
、
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

l金木町合併30周年記念式」 

   

一
‘
 

現
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
太
宰

の
ふ
る
さ
と
金
木
町
建
設
の
た

め
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
取
リ

組
ん
で
い
き
た
い
い
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
八
月
一
日
制
定
、
指

定
さ
れ
た
町
民
憲
章
と
町
の
木
、
 

三
十

周
年
記
念
表

彰
者

（
敬材
略
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"さくらw 
iぐン I妾は国の化に指定されて

いて日本中どこでも見られ 

、、‘ るが、春 4 月から 5 月にか

けて見事に咲き誇る芦野公

宙聞の桜は、淡紅色の可憐さ

り で訪れる人々の心を和ませ 

‘ るとともに、町民から敢も

引身近かに親しまれている花 

’琴通である。 

ム

w
 

A
 

、  
‘・、rr 

、／、 
‘・ノ 
~ 	r 

、
 

級プ、I~，ハ 
v ”ン議 

早春、草原や畑で、さえ

ずリながら天高く舞いあが

るひばりは、わたしたちの

心に安らぎを与えてくれ、 

町の地名にも取リ入れられ

ているように、昔から親し

まれている。蹴進を目指す 

ら-ュ豊讐に最もふさわしい鳥 
ー七でである。 

, I 議プ、 ，~ 
i 』 v ‘．議 

、’ ひばは別名あすなろとも 
I 呼ばれ、強い生命力をもっ 
J 一‘て自然植生し長い年月を風

雪に耐えて年輪を刻み、木
目美しく耐久性に優れ、昔
から町民と大きなかかわリ
を持ち、ひばを使った建築
材や曲げ物、工芸品などは
特産品となっておリ、ひば
の香り高い豊かな町づく I) 
の象徴とも言える木である。 

帯 

一
永
噴
篤
遥
準
ヤ
】4箕
椎
稽
議
幸
望x
・
 

南
中
3
年
 
斎
 
藤
 

純
 
子
 

金
木
町
合
併
三
十
周
年
記
念

式
典
で
町
民
憲
章
を
発
表
し
ま

し
た
が
，
大
勢
の
中
で
発
麦
し

て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
 

披
露
す
る
と
き
の
く
わ
し
い

こ
と
は
．
前
の
日
に
知
ら
さ
れ
、
 

そ
の
日
か
ら
緊
張
し
て
、
八
日

の
日
は
、
は
じ
め
金
中
で
読
む

練
習
を
し
、
そ
れ
か
ら
金
小
で

ま
た
何
回
か
練
習
し
ま
し
た
。
 

式
典
が
開
か
れ
る
埼
に
は
，
 

本
圧
‘
こ
大
夢
乃
ヘ
メ
並
つ
て

い
て
始
ま
る
の
を
た
だ
待
つ
だ
 

け
で
し
た
。
い
ざ
始
ま
っ
て
壇

上

へ
上
っ
て
発
表
す
る
と
き
は

客
席
に
い
る
大
勢
の
人
が
見
え

壇
上
か
ら
降
リ
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。
で

も
．
大
勢
の
前
で
発
表
し
、
大

変
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
 

【濃
響
W

窃
繊
骨
寓
競
桝
輿

W

一
 

南
中
3
年
 
伊
 
藤
 

明
 
美
 

八
月
八
日
に
行
わ
れ
た
金
木
 
う
ま
く
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

町
合
併
三
十
周
年
記
念
式
典
に
 
本
番
で

は
、
金
木
町
の
町
長

山
て
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
さ
ん
を
始
め
と
し
、
約
三
百
人

大
き
な
声
で
は
っ
き
り
言
わ
 
近
い
出
席
者
の
前
で
発
表
し
て
，
 

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
 
と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
 

一
生
懸
命
言
お
う
と
思
え
ば
思
 
式
典
の

よ
う
な
大
き
な
行
事

う
ほ
ど
緊
張
し
て
、
な
か
な
か
 
で
、
発
表
す
る
の
は
始
め
て
で
 

し
た
が
、
自
分
で
は
、
自
分
な

り
に
良
く
い
っ
た
方
だ
と
満
足

し
て
い
ま
す
．
 

大
変
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
 

八
月
一
日
の

町
の
 
「木
」
指
定
に
伴
い
三
日
、
 

中
央
公
民

館
前
で
金
木
営
林
署

の
協
力
に
よ
り
、
 

推
定
樹
令
三
十

年
の
“

ひ
ば
・
天
然
木

ニ
十
本
が

記
念
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。
 

川
樹

川
 

記
念
植
樹
は
，
金
木
営
林
署
 

（
鈴
木三
男
署
長
）
が
、
国
際

森
林
年
に
ち
な
ん
で
、
ひ
ば
の

木
宣
伝
と
金
木
町
の

一
層
の
発

展
を
祈
念
し
て
全
面
的
に
協
力
。
 

季
節
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
時
期
だ

け
に
，
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

真
夏
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、
 
 

の
厚
意
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
も

の
で
，
す
で
に
四
メ
ー
ト
ル
程

成
長
し
て
お
り
、
根
動
き
防
止

の
た
め
支
柱
で
固
定
。
 
“合
併

三
十
周
年
、
町
の
木
指
定
、
記

念
植
樹
4
と
書
か
れ
た
標
柱
も
 

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

植
樹
の
配
列
も
．
ひ

ば
の
香
リ
高
い
ま
ち
づ

く
リ
で
躍
進
す
る
金
木

町
一
が
意
図
さ
れ
、
上

空
か
ら
見
る
と
三
つ
の

輪

（
金
木
・
嘉
瀬

・
喜

良
市
）
が
調
和
よ
く
形

ど
ら
れ
、
連
帯
感
が
強
 

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

．
ひ
ば
・
は
、
金
木
町
に
と

っ
て
昔
か
ら
そ
の
思
恵
を
受
け

建
築
材
、
工
芸
材
と
し
て
今
も

尚
生
き
続
け
て
い
る
貴
爪
な
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 



私
は
、
金
木
町
合
併
三
十
周

記
念
式
典
で
、
代
表
と
し
て
町

民
憲
章
と
金
木
町
の
木

・
花
・

鳥
を
朗
説
す
る
こ
と
が
で
き
、
 

と
て
も
光
栄
で
し
た
。
 

合
併
三
十
年
間
を
今
日
ま
で

に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
入
達
が

次
々
に
表
彰
さ
れ
、
す
ご

い
数

に
感
心
し
ま
し
た
。
 

こ
の
人
達
の
こ
と
を
み
な
ら

い
私
達
が
こ
れ
か
ら
の
金
木
を

発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
思
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
町
民
憲
章
を
基

に
、
自
然
を
大
切
に
し
．
助
け

あ

い
、
今
ま
で
以
上
に
明
る
く

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
の
金
木
町
の
米
来
の
発

展
に
期
待
し
ま
す
。
 

か
ゴ繊
療
ぷ
の
譲
嬉鵬
童議
 

金
中
3
年
 
神
 
実

歌
 
子
 

（認
締
皆
わ
乳
難
か
受
彰
気
 

北
 
沢
 
 

清
 
一
 

町
発

展

の
た
め
に
只
献
し

ょ
う
碗
 

金
中
一
年
 葛
 
西
 
光
 
一
 

へ
期
待
し
ま
す
一
 

金
中
3
年
 
中
 
谷
 

千
 

波
 

行
政
協
力
委
員
を
十
五
年
間
、
 

ち
よ
う
ど
三
十
周
年
の
半
分
務

め
、
こ
の
た
び
表
彰
を
受
け
ま

し
た
が
、
誠
に
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

っ
た
気
持
ち
が
今
だ
に
余
韻
と

な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
十
五
年
は
、
本
 

当
に
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

私
く
し
も
昭
和
三
十
年
の
春

車
力
村
か
ら
金
木
町
に
転
居
し

て
き
ま
し
た
が
、
三
十
年
と
い

う
数
値
に
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
受
彰
を
励
み

に
、
行
政
と
私
た
ち
住
民
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
微
力
な
が
ら
金

木
町
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。
 

合
併
三
十
周
年
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

金
木
町
合
併
三
ト
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
、
町
民
憲
章
と

町
の
木

・
花
・
鳥
を
朗
読
す
る

た
め
に
出
席
し
ま
し
た
。
 

式
次
が
進
む
に
つ
れ
て
心
身

の
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
 

今
ま
で
の
功
績
を
た
た
え
、
 

元
町
長
や
伝
統
工
芸
な
ど
、
た
 

く
さ
ん
の
人
達
が
表
彰
さ
れ
る

の
を
見
て
、
憲
章
の
中
に
も
あ

る
祖
先
が
築
き
上
げ
た
金
木
町

の
歴
史
と
伝
統
が
ひ
し
ひ
し
と

胸
に
つ
き
さ
さ
る
思
い
で
し
た
。
 

ぽ
く
は
、
将
来
、
今
ま
で
の

文
化
遺
産
を
土
台
に
し
て
、
金

木
町
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し

よ
う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
に
も
、
中
学
時
代

を

一
生
懸
命
頓
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

私
は
、
金
木
町
合
併
三
十
周

年
記
念
式
典
で
、
町
民
憲
章
の
 

ー
つ
と
町
の
花
を
朗
読
さ
せ
て

も
ら
い
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
 

朗
読
す
る
と
き
少

し
緊
張
し

た
け
ど
読
む
と
き
ま
ち
が
わ
な
 

か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
 

町
に
つ
く
し
て
く
れ
た
人
逮

に
は
と
て
も
感
謝
し
、
そ
れ
を

み
な
ら
っ
て
、
 
「
私
達
中
学
生

も
頑
張
ね
ば
」
と
心
の
中
で
決

意
し
ま
し
た
。
 

町
民
憲
章
は
、
み
ん
な
が
で

き
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
し
、
 

金
木
町
の
自
然
、
花
・
木

・
鳥

も
、
町
民
が
注
意
す
れ
ば
、
も

っ
と
よ
い
金
木
町
が
で
き
る
と

思
い
金
木
町
民

へ
期
待
し
ま
す
。
 

町
議
、
町
四
役
、
職
員
、
ま
た

営
林
署
か
ら
は
鈴
木
署
長
な
ど

が
参
加
亡
植
樹
を
前
に
古
川
町

長
が
 
「記
念
す
べ
き
年
に
当
リ
、
 

山
 

し
か
も
町
の
 
「木
」
指
定
を
記
 

仙
「
「
旧
引
司
4
 
J

山
，
念
し
て
強
い
生
命
力
を
も
ち
．
 

i
~
Jー
ー
 

」
 
し

か
も
木
目
美
し
く
耐
久
性
に
 

‘山

m
 
優
れ
た
“
ひ
ば
・
を
植
樹
す
る
 

‘
ー
 ー
 
こ

と
は
、
明
日
の
金
木
町
を
意
 

●
 

一
 
図
し

て
い
る
「
共
に
成
長
を
析

己
ノ

『
山
m
 
リ
ま
し
ょ
う
い
と
あ
い
さ

つ
。
 

『
 
植
樹

指
導
の
あ
と
植
樹
が
行
わ

丑

H
廿
“
 

れ
ま
し
た
。
 

植
え
ら
れ
た
“
ひ
ば
町
は
、
 

推
定
樹
令
三
十
年
の
天
然
木
で
、
 

喜
良
市
山
国
有
林
か
ら
営
林
署
 

『

〉
 

ノ 
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どい』 つ
 

る
 

昌五 
口口 

ーロ。ー一 
	“肇滞 

北
村
知
事
、
金
木
町
へ
よ
う
こ
そ
ー
。
 

さ
る
七
月
三
十
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
「
知
事
と
語
る
つ
ど
い
」
 
に
出席

の
た
め
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
四
年
ぶ
り

に
来
町
。
県
立
芦
野
公
園
を
視
察
し
、
豊

か
な
自
然
に
触
れ
ら
れ
た
あ
と
、
町
の
代

表
十
五
人
の
方
々
と
懇
談
し
ま
し
た
。
 

工
藤
さ
ん
を
最
初
に
五
人
づ
つ
発
言
 

6
1年
度
に
新
品
種
の
名
柄
指
定
 

宰
治
文
学
碑
や
吊
り
橋
．
麗
史

民
俗
資
料
館
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。
 

な
か
で
も
ボ
ー
ト
小
屋
の
そ

ば
に
あ
っ
た
浅
井
戸
の
水
道
を

ご
覧
に
な
る
と
、
早
速
か
け
寄

リ
、
の
ど
を
澗
す
と
「

お
い
し

い
水
で
す
ね
い
と
古
川
町
長
に

気
軽
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

四
十
分
程
の
視
察
を
終
え
、
 

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

登
食
の
後
、
会
場
の
中
央
公
民

館

へ
直
行
し
ま
し
た
。
 

工
藤
栄

一
さ
ん

（農
業
）
 

▽
農
業
後
継
者
が
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
後
継
者
育
成
の
展

望
は
、
他
県
の
名
柄
米

に
対
抗

で
き
る
本
県
の
新
品
種
の
開
発

は
な
い
か
。
 

阿
部
久
治

さ
ん

（農
業
）
 

▽
共
済
金
の
事
務
費
補
助
を
増

額
で
き
な
い
か
。
水
稲
と
果
樹

の
共
済
に
係
る
点
数
制
慶
に
差

違
が
あ
リ
過
ぎ

る
の
で
は
。
 

桑
田
哲
明
さ
ん

（農
業
）
 

▽
今
後
の
転
作
奨
励
金
を
極
度

に
減
額
し
な
い
で
ほ
し
い
。
大

豆
の
コ
ン
バ
イ
ン
導
入

に
県
の

補
助
が
ほ
し
い
の
だ
が
。
 

土
岐
輝
雄
さ
ん

（農
業
）
 

▽
国
道
・一

 
t
り
ロ
か
り与
に
「
対
 

今
万
利
子

さ
ん
 

（
私立
幼
稚
園
教
諭
）
 

▽
高
卒
者
に
対
す
る
就
労
先
を

増
や
す
対
策
を
。
子
供
の
広
場

の
建
設
や
宿
泊
の
で
き
る
研
修

施
設
が
町
に
も
ほ
し
い
。
 

鳴
海
栄
子
さ
ん

（
主
婦
）
 

▽
奴
踊
り
保
存
に
対
す
る
援

助
 
 

策
を
充
実
し
て
は
し

い
‘
安
全

協
会
に
補
助
金
の
増
額
を
。
 

気
仙
千
鶴
子
さ
ん

（
商
業
）
 

▽
家
計
に
お
け
る
教
有
費
節
減

の
た
め
学
校
に
県
か
ら
の
助
成

を
増
や
し
て
。
 

北
村
知
事
 

〇
・
・
余
木町
も
よ
つ
や
く
米
の
三

類
地
域
に
格
上
げ
さ
れ
．
今
後
金

木
米
の
評
価
を
落
さ
な
い
よ
っ
が

ん
ば
っ
て
ほ
し

い
。
後
継
者
脊

成
は
、
農
業
に
対
す
る
関
心
や

魅
力
を
子
供
の
時
か
ら
有
て
る

こ
と
も
垂
要
で
、
農
業
に
親
し

む
機
会
を
多
く
す
る
な
ど
、

ソ

フ
ト
面
で
の
対
応
方
法
を
考
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
、
 

高
品
質
で
し
か
ら
ア
ギ
ヒ
カ
リ
 
 

並
み
の
多
収
が
で
き
る
新
品
種

が
六
十
一
年
度

に
名
柄
指
定
の

予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
共

済
金
の
点
数
制
度
は
差
違
が
な

い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
。
コ

ン
パ
イ
ン
の
導
入
に
係
る
補
助

は
な

い
が
努
力
す
る
。
転
作
奨

励
金
は
今
後
高

い
水
準
に
持
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

国
道
三
三
九
号
線
の
央
情
は
良

く
知
っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る

限
り
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。
 

交
通
安
全
協
会

へ
の
補
助
は
、
 

安
全
に
対
す
る
効
果
と
に
ら
み

合
わ
せ
検
討
し
た
い
。
教
育
に

関
し
て
は
、
行
政
機
関
と
別
に

教
育
委
旦
会
が
組
織
さ
れ
て

い

る
の
で
、
中
り
、お
伝
え
す
る
。
 

午
前
十

一
時
三
十
分
、
公
用

車
で
来
町
し
た
北
村
知
事
は
、
 

芦
野
公
園
で
古
川
町
長
や
野
宮

議
長
ら
の
出

迎
え
を
受
け
、
太
 

‘
 
を
。
県
遺

（
嘉
瀬
本
町
通
り
）
 

企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
育
成
は
 

今
後
の
努

力
目

標
 

の
測
溝
が

こ
わ
れ
、
意
を
な
し
 

▽
高
齢
化
が
進
む
中
で
退
職
者

て
い
な
い

の
で
早
急
に
格
備
を
。
 
な
ど
老
人

の
就
労
の
場
を
増
や
 

花
田
柾
五
郎
さ
ん
 

し
て
。
母
子
家
庭
の
就
労
の
場
 

（
社
会
福
祉
協
）
 
確
保

な
ど
育
成
に
も
っ
と
力
を

▽
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
る
中
 
入

れ
よ
。
県
の
行
政
が
末
端
に

で
郡
部
の
文
化
向
上
の
た
め
に
 
ま
で

周
知
で
き
る
よ
う
に
し
て

図
潜
館
の
建
設
な
ど
施
設
を
充
 

も
ら
い
た
い
。
 

実
せ
よ
。
 

田
村
キ
ミ
エ
さ
ん

（
農
業
）
 

小
山
内
ト
シ
エ
さ
ん
（主
婦
）
 
▽
防
犯
婦
人
部

に
制
服
な
ど
の
 



「
知
事
と
語
る
つ
ど

い
」
 

は
今
回
で
七
十
二
回
を
数
え
、
 

県
内
各
市
町
村
を

一
巡
し
、
 

ニ
巡
目
に
入
っ
て
お
り
、
金

木
町
で
も
昭
和
五
十
六
年
八

月
の
開
催
に
次
ぐ
二
回
目
で
、
 

北
郡
選
出
の
原

田

一
実
県
議

ら
三
議
員
も
爵
席
。
県
側
か

ら
は
、
内
山
企
画
部
長
や
金

木
町
を
所
管
す
る
県
出
先
機

関
の
長
ら
約
三
十
人

が
同
席

し
た
。
 

原
田
企
画
部
次
長
の
司
会

で
始
め
ら
れ
た
 
「語
る
つ
ど

い
」
 
は
、北
村
知
事
が
懇
談

を
前
に
「
語
る
つ
ど
い
は
私

が
重
視
し
て
い
る
行
事
の
ー
 

つ
で
、
聞
い
た
意
見
は
で
き

る
だ
け
県
政
に
取
り
入
れ
、
 

反
映
し
て
い
き
た
い
、
卒
直

な
意
見
を
出
し
て
啓
発
し
て

も
ら

い
た
い
い
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
 

懇
談
は
、
十
五
人
の
町
の
 

代
表
者
が
、
普
段
考
え
て
い

る
農
業
振
興
や
教
育
文
化
な

ど
に
ふ
れ
、
知
事
は
ー
つ
ー
 

つ
県
の
考
え
を
説
明
し
終
始

な
ご
や
か
に
懇
談
。
時
問
を

予
定
よ
リ
ー
時
問
も
上
回
る

熱
心
ぶ
リ
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
 

知
事
の
回
答
は
五
人
毎
に

ま
と
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

ど
れ
も
満
足
で
き
る
も
の
で
 

し
た
。
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援
助
が
ほ
し
い
、

せ
め
て
帽
子
 
し

い
。

国
の
施
策
に
よ
る
宿
泊
 

だ
け
で
も
。
 

で
き
る
施
設

の
建
設
を
検
討
し
 

北
村
知
事
 

た
い
。
測
溝
整
備
な
ど
県
遭
の
 

〇
…
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、

民
 
整

備
は
、

土
木
事
務
所
に
調
査

主
主
義
の
政
治
に
も
大
切
な
こ
 
さ

せ
早
急
に
努
力
し
ま
す
。

図

と
だ
。
多
く
の
人
々
を
社
会
参
  

書
館
は
県
の
移
動
図
書
館
の
回

加
の
場
に
引
き
込
み
た
い
。
そ
 
数

を
増
や
し
、
ま
た
内
容
を

一

う
し
た
意
味
で
意
欲
あ
る
子
供
  

層
充
実
し
て
い
き
た
い
。
県
で

を
育
成
す
る
た
め
に
財
源
が
ほ
 
も

い
き
が

い
対
策
を
進
め
て
い
 

る
が
高
齢
者
や
働
け
る
企
業
を

増
や
し
た
い
。
企
業
誘
致
や
地

場
産
業
の
育
成
も
含
め
努
力
目

標
に
掲
げ
て
が
ん
ば
り
た
い
。
 

防
犯
に
つ
い
て
は
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
い
う
こ
と
か
ら
発
足

し

た
も
の
で
あ
る
が
、
目
印
と
な

る
帽
子
な
ど
の
補
助
を
今
後
頭

に
と
ど
カ
て
お
き
た
い
。
 

国
道
三
三
九
号
線
沿
い
の
津
軽
観
光
宣
伝
を
強
調
 

加
藤
丈
則
さ
ん

（農
業
）
 
す

る
直
線
道
路
が
ほ
し
い
し
 

ト
を
考
案
す
る
に
基
盤
が
で
き

▽
加
風
山
ー
内
真
部
線
の
改
良
 

北
村
知
事
 
て
い
な

い
の
で
こ
れ
を
進
め
て

は
津
軽
と
県
都
を
結
ぶ
主
要
と
 

〇
i
群
風
山
ー
内
真
部
線
は
山
 
い

く
。
ま
た
、
今
後
機
会
が
あ

な
る
県
道
で
あ
る
が
、
工
事
の
 
岳
部

の
道
路
改
良
が
主
要
で
、
 

れ
ば
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
．
 

状
況
と
目
途
は
。
 

六
十
二
年
ま
で
行
わ
れ
る
。
六
 

三
三
九
号
線
沿
い
の
観
光
P
R
 

エ
藤
幸
栄
衛
門
さ
ん
 

十
五
年
の
神
田
橋
完
成
を
目
途
 

は
思
い
切
っ
て
宣
伝
し
た
い
。
 

（
製
材
所
経
営
）
 

に
全
舗
装
を
計
画
し
て
い
る
。
 

今
後
の
整
備
に
よ
っ
て
も
押
し

▽
ひ
ば
工
芸
を
作
っ
て
い
る
が
 

県
物
産
館
は
私
の
念
願
で
あ
っ
 

進
め
る
。
バ
イ
パ
ス
の
建
設
は

販
売
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。
 

た
。
広
く
宣
伝
す
る
た
め
新
た
 
非
常

に
む
ず
か
し

い
が
、
検
討

相
馬
京
子
さ
ん

（主
婦
）
 
な
気

持
ち
で
検
討
し
、
流
通
機
 
し

て
み
た
い
。
 

▽
く
ら
し
の
中
に
県
産
品
の
愛
 
構

を
拡
大
し
た
い
。
県
産
品
の
 

用
を
ー
。
と
い
う
運
動
を
県
の
 
愛

用
は
、
少
し
づ
つ
定
着
し
て
 
閉
会

に
あ
た
り
古
川
町
長
は

地
婦
連
で
進
め
て
い
る
が
県
で
 

い
る
と
思
う
が
県
産
米
P
R
な
 
「

知
事
さ
ん
を
初
め
関
係
機
関

も
行
政
の
立
場
か
ら
進
め
て
も
 
ど
ど

ん
ど
ん
進
め
た
い
。
国
の
 
の
ご

尽
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た

ら
い
た
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
 
行

政
改
革
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
 

三
類
米
地
城
格
上
げ
に
対
し
厚
く

忘
れ
ず
に
行
革
を
。
 

い
る
中
で
、
住
民
サ
ー
ピ
ス
を
 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
o
今
後
も
県

福
山
初
枝
さ
ん

（
商
業
）
 
忘

れ
た
行
革
は
な
い
。
産
業
構
 
民

の
た
め
津
軽
の
た
め
に
ご
指

▽
地
域
開
発
に
津
軽
地
方
に
も
 

追
的
に
見
て
県
南
地
方
が
発
展
 
導
を

お
願
い
し
ま
す
い
と
述
べ
、
 

力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
 

し
て
き
て
い
る
。
津
軽
地
方
は
、
 
知
事
は
「
金
木
町
の
ま
す
ま
す

其
田
輝
夫
さ
ん

（
商
業
）
 

農
業
の
ム
ー
ド
が
大
き
い
の
で
 

の
発
展
を
祈
リ
ま
す
己
と
あ
い
 

V
国
道
三
三
九
号
線
沿

い
の
観
 

産
業
意
識
の
変
遷
が
必
要
。
津
 

さ
つ
。
閉
会
し
ま
し
た
。
 

光
P
R
を
。
新
神
旧
橋
と
直
結
 
軽

地
域
に
有
力
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
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特
別
会
計
の
国
保
 

、
保
険
課

、
 

国
民
継
康
保
険
に
係
る
、
保

険
証
の
交
付
、
保
険
税
の
賦
課
、
 

乳
児
・
妊
産
婦
の
無
料
カ
ー
ド

の
交
付
、
高
額
擦
養
費
の
支
払
、
 

病
院
等
医
療
機
関
へ
の
医
療
費

支
払
、
国
・
県
の
補
助
金
等
申

請
事
務
や
関
係
機
関
に
対
す
る

報
告
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
保
険
課
で
す
。
 

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
等

の
各
種
保
険
に
加
入
で
き
な
い

人
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
、
 

負
担
が
軽
く
す
む
よ
う
に
、
加

入
者
の
収
入
に
応
じ
て
お
金
を

出
し
合
い
（
保
険
税）
国
・
県

な
ど
の
補
助
と
合
わ
せ
て
医
療

費
に
あ
て
よ
う
と
い
う
相
互
扶

助
を
目
的
に
生
ま
れ
た
制
度
で

す
。
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やくばの 

しごと④ 
今回は税に携わる二課

を紹介します。 

こ
の
た
め
、
国
保
は
．
特
別
、
 

会
計
と
し
て
別
に
予
算
を
設
け

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

保
険
課
は
．
税
務
課
の
隣
リ
 

に
配
置
さ
れ
五
人
の
職
貝
で
国

一

保
事
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 （
 

管
理
職
の
 
一

プ
ロ
フ
ィー
ル
 ー
 

保
険
課
長
ー
田
中
芳
春
姻
 
一

昭
和
1
2年
2
月
1
6日
生
ま
れ

七
月
一
日
付
で
管
理
職
の
一

年
生
に
な
り
ま
し
た
。
 

▽
私
の
一
言
 
私

達
の
担
当

す
る
保
険
行
政
は
．
今
大
変
な

時
期
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
 

病
院
等
か
ら
の
請
求
を
見
て
い

る
と
、
 一
人
で数
ケ
所
か
ら
の

投
薬
を
受
け
て
い
る
の
に
気
が

付
き
ま
す
が
、
副
作
用
が
起
き

る
こ
と
も
あ
リ
ま
す
の
で
体
調

が
よ
く
な
い
時
は
、
医
師
と
相

談
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
務
め
て
く
だ
さ
い
。
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町

の
台

所
 

ー
税
務
課

、
 

十
三
人
の
職
貝
が
税
に
係
る

賦
課
、
徴
収
、
評
価
の
三
係
に

分
か
れ
庁
舎
一
階
東
側
で
事
務

を
執
っ
て
い
る
の
が
税
務
課
で

す
。
 

賦
課
係
は
、
課
内
庶
務
の
ほ

か
税
に
関
す
る
諸
証
明
、
国
税
 

（
一
部）
町
県
民
税
の
計
算
を
。
 

徴
収
係
は
、
徴
収
と
滞
納
処
分

に
係
る
事
務
。
家
屋
を
始
め
と

す
る
固
定
資
産
の
評
価
は
．
評

価
係
。
と
分
担
さ
れ
「
金
木
町

税
条
例
」
な
ど
の
規
則
に
基
き

税
務
に
当
り
、
昨
年
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
事
務
委
託

を
実
施
。
迅
速
な
事
務
処
理
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

自
主
財
源
と
し
て
町
の
財
政

を
支
え
る
大
切
な
町
税
は
、
こ

の
税
務
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
 

税
務
に
関
し
て
は
、
係
に
象

徴
さ
れ
る
色
々
な
専
門
用
語
を

用
い
、
戸
惑
い
も
感
じ
ま
す
が
、
 

申
告
制
度
は
、
農
家
も
含
め
自

営
業
の
方
の
課
税
資
料
と
す
る

た
め
、
中
告
に
よ
っ
て
税
金
が

確
定
す
る
制
度
で
、
不
申
告
者

は
、
所
得
推
定
課
税
と
な
リ
ま

す
。
 

税
務
課
の
職
貝
は
分
任
出
納
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は
の
  

員
も
兼
ね
、
納
税
者

（
納
貯
組

合
員
外
）
に
直
接
お
伺
い
し
て

徴
収
成
績
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。
 

管
理職
の
 

プ
ロ
フ
ィー
ル
 

税
務
課
長
I
田
中
勇
治
⑩
 

昭
和
1
2年
1
0月
6
日
生
ま
れ

野
球
の
迷
選
手
が
税
務
に
精

励
中
…
…
。
 

▽
私
の
一
言
…
…
「
税
金
と
言

え
ば
、
で
き
れ
ば
軽
く
、
又
で

き
れ
ば
納
め
た
く
な
い
と
思
う

の
は
誰
し
も
で
す
が
、
国
・
県
 

・

町
の
行
政
の
“
結
実
一
は
私

達
の
「
税
金
」
 
に
よ
って
大
半

支
え
ら
れ
て
お
る
こ
と
を
町
民

各
位
が
再
認
ド
さ
れ
、
収
入
的

に
厳
し
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
税
金

の
納
入
方
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

1
 



国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
 

ら
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し

こ
ん
な
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
は
 
合

い
、
お
互
い
に
助
け
合
お
う
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

と
い
う
公
の
制
度
で
す
。
 

そ
れ
は
、
国
保
を
一
般
の
生
 
勤

務
先
の
保
険
に
入
っ
て
い

命
保
険
や
損
害
保
険
と
同
じ
よ
 
る
人

や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

う
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
 
い

る
人
以
外
は
す
べ
て
国
保
に
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 

人
り
、
保
険
税
を
納
め
る
よ
う
 

今や生活の中に深＜根を

おろしている国保。この制

度がなかつたら、私たちは

経済的負担はもちろん、精

神的、肉体的苦痛を背負い

こまな＜てはなりません。 

「保
険
証
を
使
っ
て
い
な
い
 
国
保
の
し

く
み
は
、
病
気
や

の
に
、
な
ぜ
保
険
税
を
納
め
な
 
ケ
ガ
、

出
産
な
ど
に
対
し
て
、
 

く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
い
 
加
入

者
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
 

錠
伽
認
認
評
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貧

兇

刀
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世帯主以下被保険者5人の場合 

D 所q;"1o=43,(j6oI'J 

0世帯主（主以外の方の所得ある場合は合算）の総所

得金額が1,000,000円とした場合 

1,000,000円1260,000（昭和60年度基礎控除額）= 

740,000円×」iI一（昭和56年度所得割税率）43,660円 

（給与所得のある人は更に20,000円割増控除になリ

ます。） 

0この外に土地、又は農地などを売却した時は収入金

額から必要経費を差し引いた金額を譲渡所得として

課税になります。 

fり資産割額=50,000円 

0固定資産税（土地と家屋に係る分）100,000円とし

た場合 

lflfl. A0fl円×唾gー（昭和60年度資産割税率）cA, nnnhii 』、～’、～v」」 -、 100 'ー -'”、ノーーー’、’ _L. ....'#..ーr ,ー’vー’J 
⑧均算割額=42,000円 

05 人×8,400円（昭和60年度被保険者1人当り）= 

42,000円 

の平等割= 13,200円 

013,200円（昭和60年度1i比帯当り） 

国保税は、上記の①＋②＋③＋④で計算されますの 

で、この世帯は昭和60年度国保税は 148,860円とな 

リます。 

保
険
税
は

四
つ
の
割
額
を

合
算
 

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

保
険
税
は
、
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
と
合
わ
せ
、
保
険
事
業

を
行
う
た
め
の
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
保
険
税
を
未
 

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
保
険
税
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
 

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
他

の
加
入
者
と
の
公
平
を
欠
く
ば

か
リ
で
な
く
、
加
入
者
自
ら
が

事
業
の
態
全
な
運
営
を
妨
げ
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
リ
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
①
そ
の
世
帯
の
収

人
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
所
得

割
。
②
一
世
帯
に
均
等
で
か
け

ら
れ
る
平
等
割
。
③
世
帯
の
資

産
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
資
産

割
。
④
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
す
る
均
等
割
り
の
四
つ
の
項

目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
の
四

つ
の
合
計
額
が

一
年
間
の
保
険

税
と
な
リ
ま
す
。
 （
図
参照
）
 

S 退職者医療制度 
現在、国民健康保険に加入しており、長年会社や役所等に勤めてい

て年金を受けている70歳未満の人およびその家族は、昭和的年10月1 
日より「退職者医療制度」という新しい制度に移行されました。 

●加入できる人 
①国民健康保険の加入者で、厚生年金、船員保険あるいは各種共済組

合から老齢（退職）年金を受けている被用者年金受給者。 

②40歳以後に上記の被用者年金に加入し、その期間が10年以上ある通

算老齢年金を受けている人0 
③退職被保険者本人の配偶者（事実上婚姻関係と同様の事情にある人

も含む）、三親等内の親族で、退職被保険者本人と同世帯で、主とし

て退職被保険者本人により生計を維持している人（ただし、年間収

入が90万円以上ある人は被扶養者にはなりません、 

●届出 

年金証書を受けとつたら、14日以内に世帯主は保険課ノ＼所定の届書 

に年金証書を添えて届け出て＜ださい。 

●お医者さんにかかるとき 
診療を受けるときには、r国民健康保険退職被保険者証」を医療機関 

の窓口へ提出レて＜ださい0 
医療機関に支払うー部負担金は次のようになります。 

退職被保険者本人 入院・通院とも 2割 

扶 養 家 族 
入院は医療費の2割 

通院は医療費の3割 

j 

昭和60年度保険税算出方法 
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訪
問
販
売
に
気
を

つ
け
よ
う
 

あ
ま
い

言
葉
に

裏
が

あ
る
 

健
康
食
品
の
通
信
販

売
や
金
、

通
貨
な
ど

の
先
物

取
引
を

め
ぐ

る
ト

ラ
ブ

ル
が

全
国

的
に

広
が

り
、

そ
の

勧
誘

方
法
も

無
差
別
な

電

話
、

自
宅

や
職

場

へ
の
訪
問
で
、
 

「
絶
対
も

う
か

る
」
、
 
「
安
全

確
実
な
投

資

」
、
 
「
今
が

チ

ヤ

ン
ス
」
な
ど

と
言
葉
巧
み
に
持
ち
掛
け

る
の
が

特

徴
と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

I川I川川川川川I川川川III“川川川川川“川~川I 

川川II川I川m"IlIIIIIl川11111111川川1111川l川川~ 

あ
の
手
、こ
の
手
、訪
問
販
売
の
手
口
 

事 	例 内 	 でf 処 	理 	経 	過 

1. 円通貨の先 

物取り~ 

（無職・男・63歳） 

500万円預ければ 2 か月位で70 
万円利息が入るからと勧められ、 

またこの（掬Kのセールスマンは 

同じ宗教の会員だというので信 

用して渡した。更に 200万円と 

いわれ渡したが光物と解リ不安 

なので解約したい。 

同社は、商品取引法に拘東され

ない私設の市場で、今精算すれ

ば損であるなどと解約に応ヒる

様子がなかったが、相談者は取

引をやめて少しでも返金してほ

しいと交渉したところ 700万P] 
出資、270万円戻リで解約、本人

も高い授業料を払ったという‘F 
で落着しました。 

2 ．開運印鑑 

（主婦・33歳） 

女性 2 入が来訪し、無料で連勢 

をみると言い、あなたの名前が 

悪いから将米離婚となリ、 子・ど 

もも親から離れる。しかし、開 

運の‘II鑑で救われると執ように 

勧められ、24万円のを作ること 

にしたが、主人から反対され、 

良く考えたら印鑑もあることだ 

し解約したい。 

クーリングオフ（無条件で解約

できる）期IRi内の相談であった

ので、それを G 会社に伝え、解

約の通知を内容証明で送ったと

ころ、解約となリ契約時に払・り

た 1万円も戻りました。 

3. 羽毛フトン 

（主婦・45歳） 

公民館で、みるだけでも玉子 1 
ケースを無料で貰え、貿えば持ト 

時計などが貰えるとの事で出掛 

けたら、小物をどんどん無料て‘ 

配リ、最後に羽毛フトンを買わ 

された。ー括現金払い（19万円） 

をしたら手に余るだけのおまけ 

をくれたが、帰って考えてみた 

ら、不要のものなので解約した 
し、． 

一括払いしたためクーリングオ

フを適用できず、(41 U と交渉を

重ね、解約手数料20% 3万8T・
円を払いフトン及び景品を引取

ってもらい解決しました。 

訪
問
販
売
は
、
居
な
が
ら

に

し
て
商
品
の
購
入
が
で
き
、
上

手
に
利
用
す
れ
ば
便
利
な
購
入

方
法
の
ー
つ
で
す
。
 

し
か
し
、
実
際
に
は
、
押
し

売
リ
的
な
セ
ー
ル
ス
に
よ
リ
、
 

希
望
し
な

い
商
品
を
買
わ
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
に
そ
の
商
法
を
知
る
こ
と
に

よ
リ
少
し
で
も
ト
ラ
ブ
ル
解
決

に
役
立
て
た
い
も
の
で
す
。
 

▽
か

た
り
商

法
 

あ
た
か
も
消
防
署
や
郵
便
局

な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
の
訪
問

ら
し
く
装
い
商
品
を
売
り
つ
け

る
も
の
で
す
。
 
“消
防
署
の
方

か
ら
来
た
ー
と
言
わ
れ
、
し
か

も
制
服
ら
し

い
も
の
を
着
て
い

る
の
で
だ
ま
さ
れ
た
と
い
う
苦

情
が
多

い
よ
う
で
す
。
 

覇
需
響
慈
」
』
 

知
人
の
家
に
近
所
の
人
を
集
 
 

め
て
料
理
講
習
会
な
ど
を
開
き

台
所
容
器
、
な
べ
、
健
康
食
品

な
ど
を
販
売
す
る
方
法
で
す
。
 

知
リ
合

い
同
志
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
義
理
、
見
栄
な
ど
で

買
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
リ
ま

す
。
 な
べ
の
売
り
込
み
で
他
の

材
質
の
な
べ
は
、
有
害
で
あ
る

か
の
よ
う
な
話
に
の
せ
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
ア
ポ

イ
ン

ト

商
法

英
語
教
材
は
、
ほ
と
ん
ど
ーー
 

の
や
リ
方
で
す
。
 
“お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
抽
せ
ん
に
当

た
っ
た
の
で
 

4
な
ど
と
電

話
で
呼
び
出
さ
れ
、
喫
茶
店
な

ど
で
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
 

英
会
話
教
材
を
買
う
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

よ
く
あ
リ
ま
す
。
誘
わ
れ
た
目

的
を
し
っ
か
リ
つ
か
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
 

▽
資
格
（
士
）
商
法
 

経
営
、
法
律
、
建
築
関
係
な

ど
、
 一
般
に
公
的
資
格
と
紛
わ

し
い
O
O
士
の
資
格
取
得
を
勧

め
ら
れ
、
は
っ
き
リ
返
事
を
し

な
い
う
ち
に
、
後
日
受
講
代
金

を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ

う
で
す
。
こ
の
場
合
、
資
格
取

得
の
講
習
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
 一
度
支
払
っ
て
し

ま
う
と
返
金
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

▽
儲
け

た
い
商

法
 

サ
ィ
ド
ピ
ジ
ネ
ス
や
内
職
に
 

“儲
か
リ
ま
す
”
 
“有
利
な
お

仕
事
中
と
の
ふ
れ
込
み
で
売
ら

れ
る
も
の
が
あ
リ
ま
す
。
清
涼

飲
料
水
な
ど
の
自
動
販
売
機
を

勧
め
ら
れ
購
人
し
た
と
こ
ろ
、
 

案
に
相
違
し
て
売
れ
ず
、
割
賦

代
金
と
電
気
料
の
負
担
に
泣
く

例
が
多

い
よ
う
で
す
。
 

一
 

一
 

消
費
生
活
に
よ
る
苦
情
や

相
談
は
、
金
木
町
消
費
生
活

苦
情
相
談
員

（
長
利
ギ
ョ
か
 

5
21
2
3
5
1
）
か
直
接
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
廿
0
 

1
7
7
1

2
2
1

3
3
4
3
)
 

へ
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

手
ロ
に
の
せ
ら
れ
な
い
た
め
に
 

O
ど
こ
の
誰
が
、
何
の
目
的
で
訪
ね
て
き
た
か
具
休
的
に
確
め
る
。
 

〇
う
ま
い
話
に
は
注
意
し
、
買
う
前
に
も
う
少
し
考
え
る
。
 

〇
購
入
意
志
の
な

い
と
き
は
、
は
ヒ
め
か
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
。
 

〇
購
人
し
た
と
き
は
、
契
約
の
内
容
を
明
ら

か
に
し
た
書
面
を
受
 

け
る
。
 

〇
お
金
は
、
全
額

一
括
払
い
に
し
な
い
。
 

〇
解
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
内
（
七
日
問
）
に
す
る
。
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希芳子ちゃん 

体重 3,000グラム 

6 月2611生まれ 

（大東ケ丘） 

増田敏さんの長女 

「篇［海苦して 人
ロ
と
世
帯
数
 

今
月
の
星
座
 

九
月
に
は
、午
後
八
 

時
ご
ろ
北
東
の
空に
 

見
え
ま
す
。
 

、 カシオペア座 

お
め
で
と
う
 

山
中

工
藤

津
島

小
林

前
田

前
田

福
長

原
田

原
田

泉
谷

中
村

荒
井

棟
方
 

智
美

賢
悟

義
秀

千
秋

麻
希

麻
似

良
介歩

 

卓
児

雅
人真

 

達
哉

公
規
 

敏
 

達
英

竹
彦
 

竹
彦

敏
雄

茂
春

真
志

昌
孝

公
 

雄

一
一
光
 

神
 

金
 
木

中
柏
木

中
柏
木

川
 
倉

喜
良
市

藤
 
枝

喜
良
市
 

増
田
希
芳
子
 

金 金 嘉 嘉 川 

誠整潤 

お
し
あ
わ
せ
に
 原 木 木 瀬瀬 倉 

I, 

癖
田
婦
維碑
一
）
贈
 

7 月31日現在 前月比

男 6,844入 土 0 

女 7,372人 ＋2 

人 口 14,216人 	＋ 2 

世帯数 3,890世帯 -13 

川 川 金 嘉 嘉 嘉 嘉 川 金 金

倉 倉 木 瀬 瀬 瀬 瀬 倉 木 木 

90 85 45 0 92 78 71 49 61 83 

金木 だ よ り （切 昭和60年 8 月号（第232号） 
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白
川
 
由
太
郎
さ
ん
（
8
6歳
）
 

明
治
3
2年
6
月
2
5日
生

住
所
 
金
木
町
沢
部
 

o
老
い
て
ま
す
ま
す
達
者
な

白
川
さ
ん
は
、
今
で
も
田
ん
ぽ

に
出
か
け
、
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
の
野
良
仕
事
を
楽
し
み
の
 

ー
つ
と
し
て
励
ん
で
い
る
と
聞

き
、
早
速
お
伺
い
し
て
見
る
と

ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
涼
し
い
倉
庫

で
何
や
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。
 

◇
こ
れ
ガ
ー
。
 コ
モ
ッ
コ
だ
ネ
。
 

盆
に
な
れ
ば
禅
宗
の
家
だ
バ
皆

ん
な
コ
レ
サ
供
い
物
し
て
ご
先

祖
様
バ
祭
る
モ
ン
ダ
。
 一
つ
は

オ
イ
デ
使
っ
て
も
う
ー
つ
そ
こ

の
地
蔵
様
サ
使
う
に
毎
年
二
枚

作
っ
テ
ラ
ン
ダ
。
こ
の
コ
モ
ッ

コ
の
材
料
は
ガ
ジ
ギ
っ
て
昔
オ

ラ
ダ
ヂ
小
さ
い
時
、
こ
の
白
い

根
っ
こ
食
っ
た
モ
ン
ダ
。
今
ダ

バ
何
ん
で
も
有
る
ハ
ン
デ
コ
タ

物
ダ
ー
モ
カ
ネ
バ
テ
入
梅
に
な

れ
ば
オ
ラ
の
親
こ
れ
取
っ
テ
来

て
ケ
デ
、
楽
し
み
に
し
て
待
っ

て
イ
タ
モ
ン
ダ
ネ
。
 

田
ん
ぽ
？
・ま
だ
ま
だ
若
い
者

に
は
敗
け
ネ
ド
ー
。
こ
の
前
も

ク
ロ
草
刈
っ
て
来
た
ば
ッ
テ
暑
 
 く

テ
、
暑
く
テ
な
か
な
か
ハ
ガ

イ
ガ
ネ
。
四
日
位
カ
ガ
ッ
タ
ォ

ン
。
今
ダ
バ
毎
朝
五
時
に
起
ギ

デ
、
自
転
車
で
必
ず
田
ッ
コ
ー
 

回
リ
し
て
く
る
ダ
ネ
。
花
ッ
コ

咲
い
デ
メ
ゴ
グ
ナ
ッ
タ
ジ
ャ
。
 

楽
し
み
ッ
コ
ダ
バ
、
福
祉
セ

ン
タ

ー
の
湯
ッ
コ
サ
入
っ
て
の

ん
び
り
ケ
ヤ
グ
ド
昔
話
し
て
い

る
時
、
 一
番
イ
ン
タ
ナ
ァ
ー
。
 

荒
馬
の
太
鼓
や
っ
て
、
ア
ジ
ゴ

ジ
行
ぐ
の
も
好
ギ
ダ
。
今
ダ
パ

虫
送
リ
に
荒
馬
ヤ
ッ
テ
モ
、
 
 
カ
 
 ド

酒
出
サ
ネ
グ
ナ
ッ
テ
、
何
ん

と
な
く
物
足
リ
ネ
グ
ナ
リ
シ
タ
。
 

オ
ラ
、
酒
も
煙
草
も
ヤ
ラ
ネ
ド

モ
、
シ
タ
バ
テ
ノ
ー
。
 

昭
和
三
十
年
当
時
の
事
聞
ガ

イ
デ
モ
。
た
だ
カ
ヘ
イ
デ
ラ
パ

レ
ダ
ハ
ン
デ
あ
ん
ま
り
記
憶
に

ネ
グ
ナ
ッ
タ
。
年
だ
ナ
ァ
ー
。
 

〇
 
こ
の
村

（
不
動
林）
一

番
の
長
老
で
あ
る
白
川
さ
ん
は

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
病
気
ら
し

い
病
気
を
し
た
こ
と
が
無
い
と

言
う
。
若
い
頃
樺
太
に
ま
で
出

か
け
て
山
仕
事

（
パ
ル
プ
の
原

木
を
伐
採
）
が
専
門
だ
っ
た
と

聞
い
て
、
や
は
り
堅
固
な
体
付

き
は
今
で
も
伺
が
え
る
。
 

覇
）？
一
暗
一

慧
 

（
「
「
ね
競
』
）」
「
 

（
」
「
」「
一
「
「
一

籍
 

（」
？
「
」

一
」
」
F
?
 

お
 

田
中
 

勇

吉

白

川
 
俊

明

中
谷

一
右
衛
門

小

松
 
オ
市
 

山
中
 
ク
 

演
田
 
あ
く
り

山
中
 
智
美

一
 
戸
 
征
雄

中
谷
 
平
三
郎

白

川
 
そ
で
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
 

日
曜
営
業
案
内

▽
9
月
1
日
（
第
1
日
曜
日
）
 

三
上
石
油
。
5
21
2
3
7
0
 

▽
9
月
8
日
（
第
2
日
曜
日
）
 

荒
関
商
店
廿
5
31
3
1
2
5
 

▽
9
月
1
5日
（
第3
日
曜
日
）
 

金
木
農
協
喜
良
市
支
所
 

。
5
2
1

2
5
2
9
 

▽
9
月
2
2日
（
第4
日
曜
日
）
 

嘉
瀬
農
協
。
5
31
2
0
6
7
 

▽
9
月
2
9日
（
第
5
日
曜
日
）
 

小
林
商
店
か
5
31
3
3
6
1
 

今日も田んぼを一回りして・・・・ 

く 

や 

み 


